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財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知らせ 

 

当社は、金融商品取引法第 24条の４の４第 1項に基づき、2022年８月 15日付で、関東財務局に提出いた

しました第 47期（2022年３月期）の内部統制報告書において、開示すべき重要な不備があり、当社の財務報

告に係る内部統制は有効でない旨を記載しておりますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 開示すべき重要な不備 

当社は、当社の連結子会社であるソフィアデジタル株式会社（以下「SDI」という。）の役員が組織犯罪処

罰法違反（組織的詐欺）被疑事件（以下「本件被疑事件」という。）で逮捕されたことを契機として、本件被疑

事件の実態及び SDIの役員による関与、類似取引の有無等の事実関係を把握し、当社の連結財務諸表へ

の影響等を確認するため、当社および連結子会社と利害関係を有しない外部の専門家により構成される独

立調査委員会（以下「当委員会」という。）を 2022年６月 17日に設置いたしました。 

当委員会による調査の結果、SDI の着信課金サービス事業において、電気通信事業法第４条第１項にお

ける「通信の秘密」を保護する規定や、逮捕された SDI 役員への接見禁止命令により十分なヒアリングを実

施できなかったこと等による本調査固有の限界により、「機械呼」であると断定はできないものの、正常な企

業活動における稼得収益という範疇には含まれない可能性のあるデータが一定程度検出されている事実が

認められました。 

当社は、当委員会の報告内容を検討した結果、過年度の決算数値の修正は行っていないものの、過去に

提出した有価証券報告書及び四半期報告書に、連結損益計算書における売上高及び売上原価を構成す

る SDI の着信課金サービス事業の売上高及び売上原価には、正常ではない取引に基づくものが含まれて

いる可能性がある旨を追加情報として注記し、2018年３月期から 2021年３月期までの有価証券報告書並び

に 2020年３月期の第２四半期から 2022年３月期の第３四半期までの四半期報告書の訂正報告書を提出い

たしました。また、2022年３月期の有価証券報告書においても、連結財務諸表注記に同内容を反映しており

ます。 

今般、当社グループにおいて、信頼性のある財務報告を実現することができなかった原因としては、SDI

における属人的事業遂行体制、牽制・チェック体制の不備、取締役会等の形骸化、社外取締役の不活用、

社内ルールの不備、サプライチェーンマネジメントにおけるリスク感度の低さと認識しております。これらの原

因に起因する子会社管理に関連する全社的な内部統制及び SDI の着信課金サービス事業における代理

店選定プロセスの不備については、財務報告に重要な影響を及ぼすことから、開示すべき重要な不備に該

当すると判断いたしました。 



 

２． 事業年度末までに是正できなかった理由 

上記 1．の開示すべき重要な不備の発覚は、当事業年度末日以降であったため、当事業年度末における

是正には至りませんでした。 

 

３． 開示すべき重要な不備の是正方針 

当社としては、財務報告に係る内部統制の重要性を十分認識しており、当委員会の答申書の提言を踏ま

え、以下のとおり再発防止策を設定・実行し、適切な内部統制の整備・運用を図ってまいります。 

 

（１）当社取締役会における子会社管理に関するリスク評価及び監督機能の強化 

（２）SDIにおける属人的事業遂行体制の是正 

（３）SDI の着信課金サービス事業における代理店選定プロセスに係る社内ルールの整備及びチェック

体制の強化 

 

４．連結財務諸表等に与える影響 

上記 1.の開示すべき重要な不備に起因する必要な修正は、すべて連結財務諸表注記に反映しておりま

す。 

 

５．連結財務諸表の監査報告における監査意見 

限定付適正意見となっております。 

以上 

 

 


